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研究成果の概要（和文）：「災害・急病時に役立つ」教材による講義と演習が地域住民の減災に与える影響を評価した
。さらに、災害時要援護者の避難支援方法と見守り体制の構築、看護専門職への災害時の受援支援の方法と病院看護師
間の連携を検討した。研究デザインは、比較対照群なしの前後比較実験的介入研究である。学生（小～大学）や地域住
民に、「災害・急病時に役立つ知識・技術」について講義・演習し、内容には、命にかかわる急病とくに脳卒中と心筋
梗塞とその症状に関する知識、急病への対処方法、救急車の呼び方、近隣住民による自助共助の重要性を含めた。講義
前後には自己評価質問紙への回答を依頼し、その変化を検定し実施評価とした。

研究成果の概要（英文）：This study aims to evaluate the influence of the lecture and practices　about 
“Knowledge and techniques useful in emergencies like acute illness and disasters” for students’ and 
community people. And we discussed about the evacuate methods for people requiring assistance and mutual 
aid among hospital　nurses. The study design is an experimental intervention study (before-after study 
without control group). Subjects are 39 community dwelling people and 423 high school students of Japan. 
The lecture covered symptoms of acute illness focusing on life-threatening cerebral stroke and acute 
myocardial infarction, coping strategies about acute illness, how to call an ambulance and the importance 
of self-help and mutual assistance among neighbors. Subjects were asked before and after the lecture to 
respond to the questionnaire, so that changes in rating were evaluated.

研究分野： 慢性看護学　災害看護学

キーワード： 災害看護　減災教育　自助共助　地域住民　急病　AED　高校生
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
平成 23 年 3 月 18 日（東日本大震災後 1 週

間）、仙台・松島・石巻の被災地で研究代表者
が見たものは、被災したナース達や看護学生
が、避難所の地域住民を看護し、生活全般に
わたりリーダーシップをとる姿であった。救
援が来ない被災地では自助共助しかない。そ
のなかでナースの行う体調管理と生活環境の
調整、人々の意志決定を支援する「看護力」
がこの危機的な状況を乗り越える原動力とな
っていた。研究代表者は「看護力」を地域で
活用する試みとしては、「まちの保健室」にも
深く関わってきた。県の一般財源委託による
兵庫県看護協会「まちの保健室」は兵庫県全
域で展開しており 1753 人（平成 23年 3月末）
のボランティアナースが活動しており、病院
内看護だけでなく地域を理解するナースが育
っている。また、県看護協会と県行政（健康
増進課・医務課）・市町村防災安全課・高齢福
祉課・保健師・自治会・民生委員との密接な
連携もこれまでの活動を通してすでに培われ
ている。 
ナース達が連携し地域住民を啓蒙し、急病

や災害に強い個人とまちづくりが行えたら、
病気を未然に防ぎ、地域住民の健康維持に貢
献できる。ホスピス調査によると「最後は自
宅で死にたい」と考えている人は 83.3％もい
るが実現可能と考えている人は20.0％にとど
まっている（日本ホスピス・緩和ケア研究振
興財団,2005,2008）。この現状を改善させるこ
とにも看護が貢献できるのではないだろうか
と考える。地域での「看護力」向上は、看護
職の資質向上と職域拡大に資する。突発で起
こる災害が頻発する中で、フレキシブルな対
応能力のある職種は看護職であり、地域住民
個人や地域コミュニティにその「看護力」を
発揮することで安全安心の生活を実現できる。 
急病や災害時に備えるための地域の自助共

助を考える際には、各地域性を考慮し、遂行
を妨げる要因は何かを分析し、具体的な計画
をどう進めたら容易に遂行できるかについて
のケースを蓄積しモデル化することで汎用性
が期待できる。課題は蓄積して行政にも提言
し、成功例は各地の要援護者支援やまちづく
りへと拡大していくことで効果的に推進する
ことができると考える。 
研究代表者は平成 18 年度から大学と明石

市防災安全課、教育委員会の 3 者連携で地域
の中学生への減災教育を継続している。知
力・体力が大人に近づきつつある中学生は昼
夜を問わず地域に居住するため地域減災のキ
ーパーソンになり得るからである。ナース自
身も地域住民であり地域には潜在ナースを含
めると多くのナースがいる。 
本研究では、このような点に着眼し、まち

の保健室ナースと連携し、地域住民であるナ
ース達が急病や災害に備え対処できるまちづ
くりを地域住民とともに検討・実施し、その

効果を検証し波及できるモデルを構築する。 
２． 研究の目的 

地域住民に対して「急病・災害時に役立
つ知識・技術」を育てるための教材を作成し、
講義・演習を行い、その効果を定量的定性
的に評価する。さらに、災害時要援護者の
避難支援方法の検討と見守り体制の構築、看
護専門職への災害時の受援支援の方法と病院
間の連携を実施し、効果的な実践方法モデル
を検討する。 
 
３．研究の方法 
（1）急病時・災害時の対処に関する介入プロ
グラムの実施と評価 
①プログラム内容 
（イ）急病時・災害時の対処に必要な知識に
関する講義プログラムの作成： 
脳卒中・くも膜下出血・心筋梗塞など短時

間で命に関わる病気に関する知識と対処方法
を学べて、理解度確認ができるような講義プ
ログラムを作成する。 
（ロ）急病時・災害時の対処に必要な知識・
技術の育成： 
東日本大震災時の被災状況と実施した看護

活動について臨場感が得られるよう写真数枚
を用い、災害時に必要となる実践についてイ
メージできるよう解説する（講義：所要時間：
5分間）。 
（ハ）避難所・仮設住宅で必要となった看護
について実際の体験と共に説明： 
自宅や地域でも活かせる知識と看護技術を

紹介する（講義：所要時間：10 分間）。 
（ニ）救急車の呼び方と呼んでいる間の対
処：AED と救命、包帯法、地域や避難所で
具合 

が悪い人をトリアージする方法について解説 
する。（講義：所要時間：15 分間） 
（ホ）災害時（地震と水害）の対処と避難・
救助方法に関する実地訓練の開催（演習）： 
AED と救命について、AED デモ機と人形を使

って演習をする。 
（ヘ）救急車の呼び方と呼んでいる間の対処
に関する訓練（演習）： 
 ロールプレイングを行う。救助者役は実際
に電話をかけ AED を使用する。近隣住民役は、
手伝いの役割を行う。 
（ト）地域や避難所で具合が悪い人をトリア
ージ（演習）： 
脈の測定方法とその結果によって異常を察

知する力を養う。 
＊（ホ）～（ト）合計で、所要時間 30-60 分 
②研究デザイン 
実験的介入研究（比較対照群なしの前後比較
研究） 
③評価方法 
 調査票は計 11 項目で知識設問 6問、技術設
問 5問とした。 



④分析 
記述統計と対応のあるｔ検定（p<0.01）を

行い,統計ソフトは、spss22.0 を使用した。 
 

（2）災害時要援護者の避難支援方法の検討と
見守り体制の構築 
近隣地域の者同士を同グループにして、グ

ループ討議を行う。グループワーク前には、
表 1（CBDM による地域の減災フレームワーク）
について説明し、地域を変えるプロセスに沿
って各地域の困難事例を引用しながら課題に
ついて話し合い、地域の自助共助遂行を妨げ
る要因は何かを分析し、具体的な計画をどう
進めたらよいかについて話し合う。また、災
害時要援護者用避難誘導地図を作成する。 
討議後に、研究代表者がファシリテータと

なり各グループは討議内容を発表しあって共
有する。 
 

表 1：CBDM による地域の減災フレームワーク 
 項目（1から順に 7まで） 
１ 地域・住民の関係づくり 

（最初のプロセス） 
２ 
 

地域のリスクプロファイリング 
（リスクの把握や洗い出し） 

３ 地域のリスクアセスメント 
４ 初動（発生）時の減災行動計画作成 
５ 対処できる仕組み作り 

（短期・中期・長期） 
６ リスクを減らすプログラム 

（短期・中期・長期） 
７ モニターし評価する 

Community Based Disaster Management ： ADPC （ The Asia 
disaster preparedness Center, Comminity Based Disaster 
Management Course Participants Workbook,2001. 

 
（3）看護専門職への災害時の受援支援の方法
と病院間の連携を実施し評価する。 
 研究代表者が作成した受援モデル（図 1）
を用い、支援・受援ネットワーク作りの必要
性と討議してほしい内容について説明し、病
院組織間での平常時と災害時の連携を目指す。 

図 1 受援モデル図 
 
４．研究成果 
（1）急病時・災害時の対処に関する介入プロ
グラムの実施と評価 
①研究 1：講義と演習による効果の検証 

テーマ：「地域住民への減災教育講座と演習が
一般地域住民に与える効果の検証」として、A
大学公開講座を実施し、参加者は、39 人で平
均年齢 70.8（±8.1）歳、男性 12 人、女性 23
人、性別記載なしが 4 人だった。開始前に、
急病時の対処に関する知識・技術について調
査票に回答してもらい、終了後にも同様に調
査を行った。11 項目（知識設問 6問・技術設
問 5問）それぞれと合計点（前 24.4 後 35.6）
とも前後平均点にすべて有意差が見られた。
知識設問 6 問は前 12.8 点、後 19.6 点、技術
設問 5 問は前 11.6 点、後 16.1 点と両方で有
意差が見られた。記述アンケートでは、理解
が難しかった点は、頭痛の程度、AED からの
アナウンスの聞き取り、病状の判断であり、
実施困難点は、AED 操作と心臓マッサージへ
の自信だった。地域での取り組みについては、
近隣地域のコミュニケーションが課題であり
重要だと回答したものが多かった。 
 
②研究 2：講義のみによる効果の検証 
テーマ：「50 分間で実施する減災教育講義と
その教材」が高校生の知識と実行可能性に与
える影響の評価として、以下の（イ）（ロ）に
ついて評価した。 
（イ）急病・災害に関する知識と実行可能性
の評価 

B 高校全生徒 423 人のうち研究結果を
研究に利用することを拒否した 7 人（1
年生 3 人、2 年生 3 人、3 年生 1 人）を
除いた 416 人の結果を分析した。講義前
後に研究協力者の自己評価による回答
を行った。急病への対処について、知識
に関する設問は６問とした。技術に関す
る設問 5 問は、演習をしていないため講
義したことによる実行可能性として評
価した。知識に関する設問は、平均 1.82
点 か ら 3.21 点 へ と 上 昇 し て お り
（p<0.001）、実行可能性も平均 2.37 点
か ら 3.24 点 へ と 上 昇 し て い た
（p<0.001）。すべての項目で講義前後に
有意差があり、講義を受講することによ
って、自己評価による知識が増え、実行
可能性も上昇していたことがわかった。
各項目の得点変化をみると、講義前に最
も低かったのは、「回復の割合について」
「脳卒中の前兆」「心筋梗塞の前兆」「急
病への対処」に関する知識であるが、講
義後の得点はこれら全てで上昇してい
た。 
 

（ロ）災害時、自身と地域の備えについてど
う考えるか 

講義をした際に、学生にはホームワー
クを実施した。回答数は、328 人（78.8%）
で、無効回答は 3 人、「何も出来ない」
と回答した者が 5 人いたが、その他の学
生は全員記載があり、高校生が出来るこ
とに関して講義内で提案した内容を理
解した結果の記述だった。災害時に何が



できるかについて、「情報収集をして情 
報を得にくい人に伝えてあげる。」「お

年寄りの方々にマッサージをする。」「自
分 の 学 校 な の で 避 難 場 所 へ 案 内 を す
る。」など自分に出来ることを考えたユ
ニークな回答も見られた。 
住んでいる地域で行った方がよい備え

について家族で話し合ったのは無回答
7 人、「特にない」6 人を除く 315 人であ
り、ほとんどの生徒が家族で十分に話し
合いをしたことが記述内容から把握で
きた。「近所づきあいを密にする」「地域
の集会に積極的に参加する」「災害につ
いて定期的に話し合う」「お年寄りや障
がいのある方の手助けをする方法につ
いて話し合う」など地域住民の共助を深
める方法に関する記述が多く見られた。
記述内容に分類名をつけたところ、「共
助」「自宅の備え」「情報」「地域の備え」
「避難」に関する内容に分類できた。ま
た、「力仕事に耐えられるよう筋力と体
力を増強しておく」「地域での避難訓練
をする」「小さい子やお年寄りを連れて
逃げられるようにする」など、日頃から
の努力や訓練を実施しようとしている
内容も含まれていた。 
 
（2）災害時要援護者の避難支援方法の検討と
見守り体制の構築 
看護職、福祉職の主催する研修会で、討議

する機会を設け、地域住民、自治会長、民生
委員を参加者として、研究期間中 8 回（うち
県外 2回）実施した。 
 

（3）看護専門職への災害時の支援受援の方法
と病院間の連携 
まちの保健室看護師の活動に関連した研修
会や学会研修会などで、研究期間中 12 回（う
ち県外 3 回）実施した。具体的には、兵庫県
看護協会の東播支部と連携し、支援・受援
ネットワークの構築を試みた。経営母体は
違っても地図上で近隣である病院同士が平
常時からどのように連携できるかを討議し、
連絡方法を確認し、日頃から連携を取る具
体的方法について討議した。また、日本老
年看護学会の研修会において 2 年継続で講
義し、その後の討議で、学会組織として災
害時の看護職の支援受援ネットワークについ
て全国からの参加者とともにどう実践する
か検討した。さらに、県外 2 か所で、支援・
受援ネットワークの構築について、また、
連携方法についてグループワークを行った。 
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